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ふるさとを愛し，ふるさとをほこりに思う心を育てる越ヶ浜中学校区
　　　　　　　　　　　　～かさやまネット～

山口県萩市
●活動名 ●関係する学校名

かさやまネット 萩市立越ヶ浜小学校 萩市立越ヶ浜中学校 山口県立萩総合支援学校  

のべ
学級数

41 学級
のべ

児童・
生徒数

活動区分
学校支援活動 地域課題解決学習 地域人材育成

ー 放課後子供教室 ー

3
協働活動
開始年度

平成 28 年度
関係

学校数
154

有
平成27年4月1日指定 300人

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

配置人数

ー 1人

学校運営協議会
指定・設置日 ボランティ

アの数

延べ登録人数 企業・ＮＰＯ
等との連携

校

　 かさやまネットを推進する中核として越ヶ浜小中学校運営協議会を設けているが，その委員には中学校区内の保育所や総合支援学
校の関係者が加わっており，保小中高が連携した取組となっている。また，小中学校運営協議会委員と「かさやまネット」の理事は兼務
するこことしており，中学校に配置されている統括コーディネーター（地域学校協働活動推進員）や各学校の地域コーディネーター（協
働活動支援員）が，学校と地域をつなぐ大きな役目を果たしている。
　各学校の行事，例えば総合支援学校の「萩総まつり」には，児童・生徒・教員・保護者などがボランティアとして参加するなど，コーディ
ネーターを介して関係機関と連携し，地域住民を巻き込みながら事業を展開している。

参考URL http://edu.city.hagi.lg.jp/koshi-e/

●連絡先 萩市教育委員会　文化・生涯学習課 0838-25-3590

●
活
動
の
概
要
・
経
緯

　 校区で育てたい子供像「ふるさとを愛し，ふるさとをほこりに思う子」の具体的な姿についてかさやまネットで熟議を行い，「（か）：頑
張り抜く子，（さ）：さわやかなあいさつができる子，（や）：やさしい子，（ま）：学び続ける子」という４つの姿を設定した。その結果をもと
に越ヶ浜小・中合同研修会において９年間を通した共通実践事項を協議し，「小中連携カリキュラム（育ち・学びにおける共通実践
目標）」を作成した。
　 また，「学校」「地域」「家庭」が連携・協働して行う活動として，「学校に積極的に行こう，来てもらおう活動」「地域コミュニケーショ
ン力を高めよう活動」「地域で子供たちと集まろう活動」の３つを掲げ，かさやまネットでは，子供の育ちを支えるための取組を企画，
実践している。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

①伝統・文化継承のための取組：和船実行委員会や地元の越ヶ浜漁協・和船指導者の人を中心に,伝統文化として地域に残る和船に
関する歴史や和船の漕ぎ方の学習支援を小・中学校の両方で行い,毎年７月には和船競漕大会を開催している。
②その他の学校支援：読み聞かせグループ「あさなぎの会」による本の読み聞かせや音読指導，補充学習支援を実施している。また，
地域住民による「花ごよみ」と呼ばれる花生け活動が小・中学校の両方で毎月２回実施されるなど，学習支援と環境整備の両方に地域
住民の力が注がれている。
③合同防災避難訓練の実施：かさやまネットがイニシアティブをとり，平成２９年度から中学校区内の２地域の町内会と小・中学校の４
者により，地震と津波を想定した合同避難訓練を実施している。

【実施に当たっての工夫】

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

　 地域の人が子供や学校に関わることにより，学校と地域の人との心理的な距離がより近くなった。また，地域の人たちが子供に関わる
姿を見た保護者が，学校支援の活動に参加するようになり，保護者にとっても学校がより近くに感じられるようになってきている。これは，
地域の人のお陰だと保護者が地域の人に感謝するようになったことの成果である。
　また，地域の人たちは，子供の育ちを支えることに責任感と充実感を感じている。そのため，放課後子ども教室や学習支援，環境美化
等への地域の協力は，ますます充実したものとなっている。

● その他

　 放課後子ども教室では放課後児童クラブと連携して，地域の特色を生かした「釣り教室」を実施したり，地元で取れた魚を使って，地
元の漁協女性部の人が魚のさばき方や魚料理の仕方を子供たちに教えてくれたりすることもある。
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